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第
３
２
回
高
台
自
治
会
総
会
を
、
４
月
８
日(

土)

夜
７
時
か
ら
、
高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）
で

開
き
ま
す
。
総
会
で
は
、
２
８
年
度
の
総
括
や
２

９
年
度
の
計
画
・
予
算
・
諸
事
項
が
審
議
さ
れ
決

定
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
配
布
す
る
総

会
議
案
書
（
後
述
）
に
添
付
さ
れ
て
い
る
委
任
状

を
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

総
会
準
備
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」  

２
２
全
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

候
補
が
決
ま
り
ま
し
た
。
総
会
で
承
認
の
あ
と

４
月
の
高
台
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。
新
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
、「
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

２
８
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。
今
後
と
も
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
・
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◉

「
常
任
委
員
」  

常
任
委
員
は
６
名
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、

地
域
の
た
め
に
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
と
く
に
最
近
お
勤
め
先
を
卒
業
さ
れ
た

方
は
、
是
非
応
募
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
２
８
回
長
五
小
校
区
の
「
友
好

祭
」
は
、
３
月
５
日
長
五
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵

ま
れ
約
１
２
０
０
名
の
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
で
は
五
小
・
四
中
・
西
乙

高
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽
演
奏
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
う
ど
ん
や
振
る
舞

い
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
屋
台
、
三
輪
車
に

よ
る
Ｓ
―
１
レ
ー
ス
競
争
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
体
育
館
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
型
各
種
ゲ
ー
ム
、
手
作

り
教
室
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
最
後
に
協
賛
団
体
に
よ
る

ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

◉

「
総
会
議
案
書
」  

２
８
年
度
総
括
、
予
実
管

理
、
２
９
年
度
事
業
計
画
、

予
算
な
ど
の
入
っ
た
総
会

議
案
書
は
、
３
月
３
１
日

以
降
に
会
員
の
皆
さ
ん
に

お
配
り
し
ま
す
の
で
、
一

読
い
た
だ
き
、
総
会
当
日

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◉
「
総
会
」

総
会
に
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
、
計
画
・
活

動
・
予
算
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
議
案
書
添
付
の
「
出
席
票
・
委
任
状
」
に
つ
い

て
、
欠
席
の
方
は
「
委
任
状
」
を
４
月
６
日
（
木
）

ま
で
に
現
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
、
出
席
の
方
は
総

会
当
日
「
出
席
票
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

３
月
９
日
第
６
９
回
き
ず
な
の
会
で
、
２

丁
目
石
見
さ
ん
が
「
即
成
院
四
方
山
話
」
と

し
て
、
１
０
年
間
勤
め
ら
れ
た
即
成
院
で

の
経
験
談
な
ど
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
皇

室
の
菩
提
所
と
し
て
知
ら
れ
る
東
山
区
に

あ
る
泉
涌
寺
塔
頭
の
即
成
院
は
、
浄
土
信
仰
の

二
十
五
菩
薩
が
揃
う
寺
院
と
し
て
有
名
で
、
平

家
物
語
で
名
を
馳
せ
た
那
須
与
一
の
墓
所
が
あ

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

石
見
さ
ん
は
全
く
の
無
宗
教

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
定
年

後
縁
あ
っ
て
当
院
の
お
手
伝

い
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
訪
ね
て
こ
ら
れ

た
信
者
さ
ん
で
、
延
々
と
悩

み
を
話
さ
れ
る
方
、
話
し
な

が
ら
号
泣
す
る
方
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
人
生
模
様
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

話
し
に
も
ら
い
泣
き
す
る
こ
と
も
一
度
や
二
度

で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
石
見
さ
ん
の
人
柄

が
垣
間
見
ら
れ
る
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
講
演
で

し
た
。

な
お
き
ず
な
の
会
は
、
現
在
会
員
４
６
名
で
毎
月

第
２
木
曜
日
の
１
３
時
半
か
ら
さ
く
ら
会
館
で
こ

う
し
た
講
演
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

先
日
廃
棄
物
減
量
等
推
進
委
員
の
三
原
（
会

長
）
さ
ん
が
、
丹
後
半
島
中
部
に
あ
る
「
京

丹
後
市
エ
コ.

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
市
内
の
家
庭
や

食
品
工
場
な
ど
か
ら
出
る
生
ご
み
を
回
収

し
発
酵
さ
せ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
を
作
り
、
そ
の

ガ
ス
を
燃
焼
さ
せ
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電

し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
は
、
廃
物

を
直
接
燃
焼
さ
せ
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
と
異
な
り
、
炭
酸
ガ
ス
を
出
し
に
く

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
醗
酵
さ
せ

て
残
っ
た
も
の
は
、
安
価
で
無
農
薬
の
液
肥
と

な
り
ま
す
。

こ
こ
で
発
電
し
た
電
気
は
売
電
し
、
で
き
た
液

肥
は
近
く
の
田
畑
で
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

炭
酸
ガ
ス
を
多
く
出
す
火
力
な
ど
に
よ
る
発

電
で
は
な
い
、
同
時
に
廃
棄
物
を
減
量
す
る

こ
う
し
た
方
法
は
、
今
後
循
環
型
の
社
会
を
実

現
す
る
方
法
の
一
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
全
国
で
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
含
む
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
は
、
現
在
５
０
万
世
帯
分
と
の
こ

と
で
す
。

高
台
通
り
（
バ
ス
通
り
）
に
あ
る
８
０
数
本

の
南
京
櫨
の
植
え
替
え
と
そ
れ
に
伴
う
道

路
改
装
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

①
車
道
と
歩

道
を
同
じ
高
さ
に
す
る

②
街
路
樹
は
本

数
を
減
ら
し
、
高
木
と
低
木
の
組
合
せ
に
す
る

③
で
き
る
だ
け
世
話
や
手
入
れ
の
少
な
い
樹
木

を
選
ぶ

な
ど
で
す
。

直
接
関
係
す
る
バ
ス
通
り
に

面
す
る
皆
さ
ん
は
、
自
分
の

家
の
前
に
植
え
ら
れ
る
樹
木

が
ど
う
な
る
か
を
確
認
い
た

だ
く
た
め
に
、
設
計
図
を
さ

く
ら
会
館
内
「
玄
関
外
」
に

掲
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に

な
り
問
題
あ
り
ま
し
た
ら
２

０
日
（
月
）
ま
で
に
総
合
窓
口
に
連
絡
い
た
だ
く

か
、
設
計
図
の
横
の
紙
に
記
名
し
て
、
お
書
き
く

だ
さ
い
。

❖

第
２
５
回
「
長
岡
京
展
」
が
３
月
３
日
か
ら
３

日
間
、
バ
ン
ビ
オ
一
番
館
で
あ
り
ま
し
た
。
高
台

地
区
か
ら
も
出
展
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称

略
）。

市
長
賞

辻
井
雅
子
（
１
６
Ｂ

工
芸
）、
奨
励
賞

森
本
達
（
１
７
Ｂ

絵
画
）、
入
選

黒
田
容
子
（
４

Ｂ

絵
画
）、
村
上
京
子
（
４
Ｂ

工
芸
）、
田
邊
直

人
（
１
３
Ｂ

写
真
）

❖

高
台
自
治
会
掲
示
板
は
高
台
内
に
１
０
か
所

あ
り
ま
す
が
、
７
か
所
の
掲
示
板
を
改
修
し
、
貼

り
や
す
く
し
ま
し
た
。
掲
示
板
に
は
高
台
だ
よ

り
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
市
行
事
な
ど
の
ポ
ス

タ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

カ
ワ
セ
ミ
は
、「
青
い
宝
石
」「
渓
流
の
宝
石
」
と

呼
ば
れ
る
美
し
い
小
鳥
で
す
。
宝
石
の
ヒ
ス
イ

は
こ
の
鳥
の
羽
色
か
ら
名
付
け
ら
れ
、「
翡
翠
」

は
、
ヒ
ス
イ
、
カ
ワ
セ
ミ

ど
ち
ら
と
も
読
み
ま
す
。

頭
や
頬
や
背
中
が
青
く
、

頭
は
鱗
の
よ
う
な
模
様
が

あ
り
、
水
面
近
く
を
高
速

で
飛
び
、
餌
を
見
つ
け
る

と
水
中
に
飛
び
込
み
ま
す
。

以
前
は
都
会
の
河
川
で
よ

く
み
ら
れ
減
少
し
た
の
で

す
が
、
ま
た
清
流
に
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
カ

ワ
セ
ミ
が
高
台
下
の
小
泉

川
や
そ
の
北
の
小
畑
川
で

も
見
ら
れ
ま
す
。
写
真
は
最
近
小
畑
川
で
撮
ら

れ
た
カ
ワ
セ
ミ
で
、
小
泉
川
で
は
コ
サ
ギ
も
見

ら
れ
ま
す
。
一
度
散
歩
の
折
に
は
探
し
て
見
ら

れ
て
は
と
思
い
ま
す
。
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「 願はくは 花の

下にて 春死なん

その如月の 望月

のころ 」  西行     

３
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
１
９
Ｂ
と 

 
 

２
０
Ｂ
の
９
名
で
行
い
ま
し
た
。
次
回
は
４

月
８
日
（
土

自
治
会
総
会
の
日
）
１
０
時
か

ら
で
、
当
番
は
２
１
Ｂ
と
１
Ｂ
、
リ
ー
ダ
ー

は
芦
田
さ
ん
で
す
。
２
月
度
さ
く
ら
会
館
の

部
屋
利
用
は
１
７
回
で
し
た
。

石見さんの講演

今年のさくら祭りとバザーが、４
月２日（日）１１時から、３号公園

とさくら会館であります。詳細は別にお
配りするチラシでお知らせします（雨天時
さくら祭りは中止ですが、バザーは決行し

ます）。「購入したが使っていない」「進物で
もらったが仕舞われたまま」「大量に買って
残った」「ダブって買ってしまった」などな
どの「衣料」「日用
品」「タオル」「石鹸」
「酒」「缶詰」などが

ありましたら、バザ
ーへのご協力をお願
いします。

昨年のバザーの様子

第３５回「ふれあいサロン（映画会）」

は、「桜田門外の変」を上映します。

1860 年３月３日季節外れの雪をつ

いて彦根藩邸を出て桜田門外を登城

する井伊直弼の駕籠を、水戸浪士ら１

８名が襲いました。世に言う桜田門外

の変です。

隊長は関鉄之助で、斬り合いには加わ

らず直弼の首級を取ったのを見届け

ると、現場を離れ京を目指しました。

鉄之助は逃走の様子を詳しく日記に

残しており、これを知ったノンフィク

ション作家吉村昭は、日記をベースに

上下 2 冊の小説を上梓しました。そ

れを 2010 年に映画化したのが本作

品です。鉄之助に大沢たかお、その妻

に長谷川京子、水戸斉昭に北大路欣也

など豪華俳優陣です。

３月２７日（月）午後1 時半からさく

ら会館です。映画会の後、喫茶や酒類

を楽しみながら歓談します。参加自

由、申し込み不要です。

ふれあいサロン（映画会）

「パソコン無料相談室」を、3
月２７日（月）９時から１２時
まで、さくら会館で行います。
ウィルスやマルウェアの除去、
ワードやエクセルの使い方、デ
ジカメからの写真の取り込み、
インターネット接続など、各自
のご要望の内容で行います。不
具合や不明なことで
お困りの方は、パソ
コン持参（パソコン
の準備もあります）。

紅葉する南京櫨（5 年前）

小泉川の 3 匹のコサギ 小畑川のカワセミ

（2 丁目野々下さん撮影）

昨年の総会の様子


